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兵庫県立芦屋国際中等教育学校PTA広報委員会
芦屋市新浜町１番２号　TEL 0797‒38‒2293

ホームページ　http://www.aispta.sakura.ne.jp

4期生のみなさんご卒業おめでとうございます

はじめまして9期生です
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ガマでの戦争体験のお話
前日に梅雨入りしましたが、お天気ももち、平和学習（ガマにて語り部から）、シュ
ノーケリング、エイサー体験など貴重な体験を有意義に終えることができました。
一生の思い出になるでしょう。
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３年生　騎馬戦
全学年　AB対抗リレー

全学年女子　綱引き

全学年　２人３脚リレー

部活動行進・部対抗リレー

１年生　台風の目

４年次生　みんなでジャンプ

全学年　学級対抗リレー

５年次生　走り玉入れ

６年次生　FOREVER 4th

２年生　野を越え山越え 全学年　スウェーデンリレー

入場行進

研修旅行 in研修旅行 in研修旅行 inNew ZealandNew ZealandNew ZealandNew Zealand５年次生

月体育大会体育大会体育大会体育大会 ９ 日23 金

11月14日
オークランド市内見学

11月13日
関空出発

11月18日
レインボースプリングス見学

ファームステイ
11月14～17日11月14～17日

11月17日
ケンブリッジミドルスクール apa

nAIS

３日間のファームステイでは皆それぞ
れ心に残る楽しい時間をすごしました。
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★部の今年度の目標（セールスポイント）
　は何ですか？部活動アンケート部活動アンケート部活動アンケート
吹奏楽部サッカー部

邦楽部

コーラス部

バスケットボール部

テニス部

美術部バドミントン部

科学同好会

ESS

剣道部

野球部

カヌー部

情報文学部

陸上競技部

ソフトボール部

部員数：６名（前期４名、後期２名）
顧問教員：島多　峰史、近藤　富男、武田ひとみ

これから冬の期間は、来年度に向けて、
筋力のアップを目指す。

部員数：６名（前期３名、後期３名）
顧問教員：金川　幾久世、渡邊　吉王

ホームページの復活と新たな創作表現活動の場
を開拓すること。

部員数：11名（前期９名、後期２名）
顧問教員：東　良雄、村松　華栄

ペットボトルロケットなどをきっかけに人数を増
やして、部になること！

部員数：22名（前期９名、後期13名）
顧問教員：岩見　理華、山下　里美

フィールドワークや、英語圏の行事を体験する活動
をしています。

部員数：12名（前期11名、後期１名）
顧問教員：上垣　茂之、森脇　昌子

自分の得意分野をみつけて個性を爆発させよう！

部員数：20名（前期14名、後期６名）（１名留学中）
顧問教員：山下　樹美、野村　真理
・�精一杯練習して、悔いの残らない演奏をする。
・�聴いて下さる方に伝わる、心のこもった演奏をする。

部員数：28名（前期22名、後期６名）顧問教員：小野　まゆみ、由　佳世子
合唱することの楽しさを表現し、聞いてくださっている人たち
に伝える。
今年は、兵庫県総合文化祭の舞台を大いに楽しみ、近畿総合文
化祭の舞台では感動を伝えることができました。

部員数：22名（前期14名、後期８名）
顧問教員：森本　ルミ子、中丸　太輔

音楽の素晴らしさをみなさまにお届けすることです。

部員数：12名（前期８名、後期４名）
顧問教員：新田　大介、大谷　誠、小川　知佳

学年問わず仲が良く、笑顔のたえない部活です。
持ち前のチームワークを活かして、駅伝やリレー種目でも勝負していきたいです。

部員数：21名（前期16名、後期５名）
顧問教員：柊木　宗樹、山﨑　有美子、上田　忠司

常に明るい雰囲気で活動し、前期は１勝、後期は１部昇格を目
指して日々練習に励んでいます。

部員数：17名（前期６名、後期11名）
顧問教員：髙橋　敏、村松　華栄、渡邊　吉王

素早く、正確な打突を心がける。

部員数：10名（前期８名、後期２名）
顧問教員：紺野　和人、近藤　富男、東　良雄

チームワークと体力づくりに日々努力を続けてい
ます！

部員数：33名（前期12名、後期21名）
顧問教員：髙橋　正明、貞松　千佳子、森脇　昌子

あきらめず、コートの隅までシャトルを追いか
けAISらしくがんばります。

部員数：34名 男子15名（前期９名、後期６名）
	 女子19名（前期９名、後期10名）
顧問教員：丸野　法広、大谷　誠、林　良祐、冨岡　実代
人間形成と可能性へのチャレンジ（部活動での頑張りを全ての
生活に活かす）

部員数：51名（前期30名、後期21名）
顧問教員：山下　弘巳、黒上　英子、山下　里美、由　佳世子

１試合でも多く試合に勝つことを目標に毎日
練習に励んでいます。

部員数：31名（前期19名、後期12名）
顧問教員：丸山　忠史、馬詰　宜孝、西岡　あずさ

県大会で勝てる集団になることが目標です。
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トライやる・ウィークトライやる・ウィークトライやる・ウィーク
平成23年度平成23年度 11
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25 ヵ所の職
場を体験

働くという体験
きびしくたのしい１週間

2 年生2年生

25 ヵ所の事業所にお世話になりました

PTA活動に関するアンケートについて
２年ぶりにPTA活動に関するアンケートを実施し、集計結果を２月11日㈯のPTA運営委員会にて報告しました。主なポイントは次の通りです。［アンケート回答数：319名（回収率73％）］

１．PTA 活動に関する満足度
　�「満足」「やや満足」を合わせて、95.8％に上りました。これは、2009年度の結果を上回っています。
２．PTA として大切にすべき活動
　�トップ３は、「会員相互間の親睦（学級懇親会、文化祭等の活動の充実）」、「学校が予算等の制約で実施が困難な面のサポート（部活動補助、
進路図書等の充実など）」、「学校に対する保護者の意見等の伝達」でした。

３．本校の特徴
　�多くの会員は、本校の特徴を「異なる言語環境、文化に触れることで国際感覚が育つこと」、「国際交流に前向きに取り組んでいること」と
考えています。

４．会員の子どもの学校生活上の関心
　・�前期課程の子どもを持つ会員→「授業の理解度」、「大学進学等の子どもの進路」、「思春期等心の成長の問題」と続いています。
　・後期課程の子どもを持つ会員→「大学進学等の子どもの進路」、「授業の理解度」が中心です。

【 今 後 に 向 け て 】
運営委員会での報告資料と自由記述回答については、PTAのホームページにて掲載する予定です。（現在も集計作業を継続していますので、掲載は完成後
になります）
今回のアンケート結果を踏まえて、引き続き、学校と力を合わせながら、PTA活動を進めていきます。アンケートへのご協力ありがとうございました！

「宮川幼稚園」　
　私が１番大変だったのは、みんなが違う遊びをしよう！と言ってきて、も
のすごく困りました。また、自分の小さい頃を思い出して「あぁ、幼稚園の
時はこんな事をしたな」などとなつかしく思いました。５日間、たくさんの
子と楽しく仲良く過ごせてよかったです。（２年　斉藤）

「芦屋インターナショナルスクール」　
　私たちがやった仕事は机をふいたり、掃除をしたりという簡単な仕事が多
かったです。しかし、先生は園児とたくさん話して、一人ひとりの子につい
て知り、園児の世界に入り込まなければいけません。この仕事の中で一番大
切なのは“Communication”だと学びました。（２年　楢崎）
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国際交流国際交流

大大大 会会会ンンンソソソラララマママ 2012年１月27日（金）2012年１月27日（金）2012年１月27日（金）

2011 年６月 24日に「21世紀東アジア青少年大交流計画」で、インドネシアの高校生 23人が、
11月 16日に「ジャパン・マレーシア交流プロジェクト」で、マレーシアの高校生22人が、本校にて
学校訪問・交流を行いました。歓迎セレモニーでは、邦楽部の演奏や記念品の交換など、全校生でお迎
えし、訪問団の伝統舞踊や歌を興味深く鑑賞しました。訪問団の生徒たちは、交流授業や華道実習、日
本文化体験など興味深く熱心に取り組んでいました。
本校の生徒たちは積極的に関わりをもち、交流を深めました。とくにコンシェルジュの生徒は、時間

いっぱいまで会話が続き、名残惜しいお別れをしました。短期間とはいえ、異文化に触れ交流すること
によって、非日常の学びができ、とても良い刺激になりました。

記念品交換（インドネシア）

浴衣着付け体験（
インドネシア）書道体験（インドネシア）

民族舞踊披露（マレーシア）

自己紹介（マレーシア）

邦楽部による箏曲披露（マレーシア）

生け花体験（マレ
ーシア）

生け花体験（イン
ドネシア）

今年度の校内マラソン大会の天候は晴れ、気温
は４℃、風は強めでした。しかし、寒さにも負けず、
前期女子163名、後期女子87名、前期男子51名、
後期男子44名が参加しました。
ゴールインして、「完走賞」の賞状、飲み物やお
菓子を受け取った生徒たちの表情は達成感に満ち
溢れていました。


